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脳の基本的な設計は、人それぞれにおいて、実際上、同一
であり、そして。全ての哺乳動物を通して、はっきりと分
かるほど同様である。それは、大部分は遺伝的に決定され
ているが、しかしながら、ネットワークの細かい部分につ
いては、脳の電気的活動によって、特に若い頃に影響され
ている。その様な複雑さは、私たちが、どの様に脳が発達
するのか完全に理解することからは未だに程遠いが、しか
し、最近になって。遺伝学革命のお陰で、明瞭な考え方が
現われてきた。 
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一個の受精卵を取って、そして指示
に従え。 
ヒトの体および脳は、単一の細胞  ― 受精卵 ―  から発達
してくる。しかし、どの様に？発達生物学の支配的な原理
は、ゲノムは、体の器官を作り出すための一組の指示であ
り、青写真ではない、ということである。ゲノムは、それ
らの工程が入念に準備されている40,000 ばかりの遺伝子
である。これらの指示を実行することは、―  青写真を描
くには多くの設計図を要するような構造を、折る、曲げる、
拡げる、などのような限られたセットで作り出す ―  中国
の折紙技法のようである。胎児期の始めには、比較的小さ
いセットの遺伝的指示が、発達する間に、脳の細胞やその
連結の巨大な多様性を生み出すことが出来る。 
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D驚くことに、私たちの遺伝子の多くは、ショウジョウバエ、
Drosophila と共有されている。全く、ショウジョウバエ
の研究のお陰で、ヒト神経系の発達において重要であるこ
とが知られている遺伝子の大多数は、最初に同定された。
脳の発達を研究している神経科学者は、それぞれが特定の
分子または細胞内の出来事を調べるのに利点を持っている
幅広い多様な動物 ― ゼブラフィッシュ、カエル、ヒヨコ、
マウス ―  などを用いて検討している。ゼブラフィッシュ
の胎児は透明であり ―  発達に伴って各々の細胞を顕微鏡
下で観察することを可能にしている。マウスは急速に繁殖
し ―  そのゲノムは地図が作られており、殆んど完全に塩
基配列が決められている。ヒヨコとカエルは遺伝子研究へ
の適用性は少ないが、それらの大きな胎児は、細胞が異常
な位置に動かした時に何が起こるかなどのような ―  顕微
手術操作を可能にする。 
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第 一 歩 … 
脳の発達における第一歩は、細胞分裂である。もう一つ
の重要な段階は、分裂を停止して、そして個々の細胞が
ニューロンやグリア細胞の特徴のような  ― 特異的な性
質を獲得する細胞分化である。分化は、物事を空間的に
配列する。異なる種類のニューロンは、パターン形成と
呼ばれる過程において、いろいろな位置へ移動する。 

パターン形成の最初の主要な出来事は、ヒトの妊娠から
三週目の胎児が分裂細胞の二枚の結合したシートに過ぎ
ない時に起こる。 
 
 

 
 
神経板は、神経管の中に折込まれている。A. 受精
後3日目のヒト胎児。B. 胎児の上（背側）表面に形
成される神経板。C. 二・三日後、胎児は、前面（腹
側）の末端に折りたたまれた大きくなった頭を発達
させる。神経板は、頭と尾の両端に開いたままでの
こるが、D, E, Fの間で閉じる。神経管閉鎖における
様々の時機を示している頭から尾までの異なる段階
の脊髄。
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